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ＪＡグループ愛知の頒布会

「2026 味のトラベル」
ＪＡの美味しさ定期便
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年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
組
合
員
な
ら
び
に
利
用

者
皆
さ
ま
の
格
別
な
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
、
事
業
全
般
が
円
滑
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
こ
と
を
衷
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
組
合
は
、
昨
年
３
月
に
組
合
設
立

50

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
組
合
員

を
は
じ
め
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
る

地
域
の
皆
さ
ま
や
関
係
各
位
の
ご
理
解

ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
の
世
界
情
勢
は
、
米
国

の
関
税
引
き
上
げ
の
影
響
を
受
け
、
景

気
の
減
速
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

堅
調
な
Ａ
Ｉ
関
連
投
資
な
ど
の
下
支
え

に
よ
り
急
激
な
変
動
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
国
内
で
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が

過
去
最
高
で
推
移
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
に
よ
り
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
外
国
為
替
市
場
に
お
い
て

は
円
安
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
加
え

て
中
国
と
の
関
係
悪
化
が
大
き
な
不
安

要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
管
内
農
業
に
お
い
て
は
、
気
候
変
動

に
伴
う
猛
暑
に
よ
る
農
作
物
の
生
育
へ

の
影
響
や
肥
料
・
資
材
価
格
等
の
高
止

ま
り
も
あ
り
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
当
組
合
で
は
50

周

年
記
念
行
事
と
し
て
、
金
融
部
で
は
貯

金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
営
農
部
で

は
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
購
入
助
成
や
生
前

整
理
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
企
画
管
理
部

で
は
、
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
記
念
誌

の
発
刊
及
び
記
念
品
の
配
付
、
管
内
二

市
一
町
へ
の
寄
付
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
・
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
組
合
員
の
意
見
を
事
業
運
営

に
反
映
す
る
た
め
の
地
区
座
談
会
や
地

区
別
代
表
者
集
会
は
も
と
よ
り
、
准
組

合
員
の
意
見
交
換
会
、
収
穫
体
験
、
料

理
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
開
催
を
取
り
や
め

て
い
た
農
業
祭
に
つ
い
て
は
、
北
名
古

屋
市
商
工
会
と
の
共
催
に
よ
り
、「
商
工

農
祭
」
と
し
て
新
た
に
開
催
し
、
組
合

員
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
己
改
革
の
実
践
を
支
え
る
持
続
可

能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
向
け

た
店
舗
再
編
に
つ
い
て
は
、
昨
年
８
月

の
定
例
理
事
会
に
お
い
て
再
編
方
針
を

決
議
し
、
10

月
に
は
阿
原
支
店
管
内
の

正
組
合
員
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
今
年
９
月
の
再
編
に
向
け
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
組
合
員
な
ら
び
に
利
用
者
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
は
、
第
８
次
中
期
計
画

の
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
一
度
、
経

営
理
念
で
あ
る
「
基
本
を
大
切
に
、
さ

ら
な
る
信
頼
を
追
及
し
て
ま
い
り
ま
す
」

に
立
ち
返
り
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら

信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ほ
か
職
員
一
同

令
和
７
年
度

農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
受
賞
者

愛
知
県
知
事
賞

石
黒　

鈜
俊
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
）
清
洲

愛
知
県
議
会
議
長
賞

小
崎　

政
雄
（
キ
ク
ナ
）　
　
　

春
日

愛
知
県
農
業
会
議
会
長
賞

星
野　

國
雄
（
ダ
イ
コ
ン
）　
　

春
日

西
春
日
井
市
町
会
会
長
賞

早
川　

雅
子
（
ニ
ン
ジ
ン
）　
　

春
日

西
春
日
井
市
町
議
長
会
会
長
賞

小
川　

栄
一
（
ハ
ク
サ
イ
）　
　

春
日

西
春
日
井
地
区
農
業
改
良
推
進
協
議
会
会
長
賞

早
川　

由
信
（
ダ
イ
コ
ン
）　
　

春
日

愛
知
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞

丹
羽　
　

聰
（
カ
ブ
）　
　
　
　

青
山

愛
知
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
会
長
賞

鈴
木　

利
彦
（
サ
ト
イ
モ
）　
　

春
日

愛
知
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
会
長
賞

安
井　

直
子
（
パ
セ
リ
）　
　
　

清
洲

愛
知
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営
管
理
委
員
会
会
長
賞

柳
生　

証
一
郎
（
ミ
カ
ン
）　
　

春
日

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
愛
知
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞

日
下
部　

錠
一
（
カ
キ
）　
　
　

清
洲

西
春
日
井
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

鈴
木　
　

正
（
レ
モ
ン
）　
　
　

清
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
ＪＡ西
春
日
井
は
11
月
23
日、

北
名
古
屋
市
の
名
古
屋
芸
術
大

学
ア
ー
ト
ス
ク
エ
ア
と
文
化
の

森
で
北
名
古
屋
市
商
工
会
と
共

同
開
催
し
た﹁第
１
回
商
工
農

祭﹂に
お
い
て、令
和
７
年
度

農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

ました。

　
ＪＡ管
内
か
ら
前
回
を
大
き

く
上
回
る
２
６
５
点
の
農
産
物

が
出
品
さ
れ、姿
形
や
出
荷
規

格
等
を
基
準
と
し
た
審
査
に
よ

り、優秀賞
12点、優良賞７点、

優賞11点が選出されました。

　
大
勢
の
来
場
者
が
農
産
物
を

鑑
賞
し、力
作
の
数
々
と
栽
培

技
術
の
高
さ
に
関
心
し
て
い
ま

した。

　
出
品
さ
れ
た
農
産
物
は、展

示
終
了
後、西
春
日
井
福
祉
会

に
寄
付
し、利
用
者
の
給
食
食

材として活用されました。
西
春
日
井
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
　

丸

山

武

司

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

▲愛知県知事賞に選ばれた
　ホウレンソウ

▲出品物を見学する来場者 ▲審査の様子

▲西春日井福祉会へ出品物を寄付

丸山組合長と受賞者の皆さん▶

令
和
7

年
度
　
農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル

23



　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
11

月
23

日
、
北
名
古

屋
市
の
名
古
屋
芸
術
大
学
ア
ー
ト
ス
ク
エ

ア
と
隣
接
す
る
文
化
の
森
に
お
い
て
、「
第

１
回
商
工
農
祭
」
を
北
名
古
屋
市
商
工
会

と
共
催
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
「
農

業
祭
」
に
あ
た
る
大
規
模
な
地
域
イ
ベ
ン

ト
と
位
置
付
け
、
多
数
の
職
員

が
参
加
。
農
産
物
コ
ン
ク
ー
ル

を
は
じ
め
、
地
元
農
産
物
や
加

工
品
の
産
直
販
売
や
米
の
つ
か

み
取
り
、
野
菜
の
詰
め
放
題
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
ブ
ー
ス
に
は
販
売
開
始
前

か
ら
行
列
が
で
き
、
昼
過
ぎ
に

は
用
意
し
た
商
品
が
ほ
ぼ
売
り

切
れ
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
、
今
後
も

各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
地
域

農
業
の
振
興
と
地
産
地
消
の
促

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

みのりん通信NEWS & TOPICS みのりん通信 みのりん通信
　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
11

月
16

日
、
北
名
古
屋
市
の

名
古
屋
芸
術
大
学
ア
ー
ト
ス
ク
エ
ア
で
開
催
さ
れ

た
尾
張
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
北
名
古
屋
市
・

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
主
催
の
「
多
文
化
共

生
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
、
管
内
産
「
あ
い
ち

の
か
お
り
」
３
０
０
g
入
り
１
０
０
個
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
講
師
の
実
体
験
を
交
え
た
基
調

講
演
と
多
文
化
共
生
に
関
す
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
多
文
化
共
生
の
推
進

が
地
域
づ
く
り
の
重
要
な
視
点
と
な
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
が
寄
贈
し
た
米
は
、
記
念
品
と
し
て
受

付
で
来
場
者
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

地域イベントに米寄贈

農産物の地産地消をＰＲ

▲シンポジウムの様子

　
西
枇
杷
島
警
察
署
に
お
い
て
11

月
17

日
、
投
資

詐
欺
被
害
を
防
い
だ
と
し
て
、
西
春
支
店
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
詐
欺
の
手
口
は
、
Y
o
u
T
u
b
e
を
視
聴
し

て
い
た
被
害
者
に
著
名
人
を
か
た
っ
た
投
資
広
告

を
表
示
さ
せ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
誘
導
し
た
の

ち
、
グ
ル
ー
プ
内
の
会
話
で
言
葉
巧
み
に
お
金
を

振
り
込
ま
せ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
原
支
店
長
に
感
謝
状
を
手
渡
し
た
小
林
署
長
は

「
支
店
長
自
ら
意
識
高
く
行
動
し
て
い
た
だ
き
非
常

に
あ
り
が
た
い
。
特
殊
詐
欺
も
増
加
傾
向
な
の
で
、

引
き
続
き
水
際
で
の
詐
欺
被
害
防
止
を
お
願
い
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

著名人をかたった投資広告に要注意！

詐欺防止で西春支店が表彰

▲感謝状を受け取った原支店長と小林署長（左）

▼イベントの様子

　
営
農
部
は
11

月
15

日
と
16

日
、
北
名
古
屋
市
の

畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
会
を
開
き
、
２
日

間
で
全
６
回
、
合
計
29
組
110
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
は
大
き
め
の
サ
イ
ズ
が
一
株
に
５

個
ほ
ど
と
上
出
来
。
参
加
者
は
、
イ
モ
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
慎
重
に
ス
コ
ッ
プ
を
入
れ
、
土
の
感
触

を
手
で
確
か
め
な
が
ら
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
准
組
合
員
が
参
加
し
た
際
に
は
、
収
穫

体
験
の
前
に
企
画
管
理
部
の
職
員
が
准
組
合
員
の

役
割
説
明
や
生
産
者
紹
介
を
行
い
、
地
域
農
業
へ

の
理
解
促
進
と
地
産
地
消
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

いっぱいのサツマイモに笑顔

生産者の畑で農業体験

▲大きなサツマイモに歓声を上げる参加者

　
開
発
相
談
課
は
、Ｊ
Ａ
西
春
日
井
設
立
50
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
10

月
か
ら
11

月
に
か
け

て
管
内
４
地
区
で
『
Ｊ
Ａ
生
前
整
理
セ
ミ
ナ
ー
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
相
続
準
備
の
一
つ
と
し
て
重

要
視
さ
れ
る
生
前
整
理
に
着
目
し
た
内
容
で
、
生

き
方
整
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
川
口
香
奈
さ
ん
が

講
師
を
担
当
。「
物
・
心
・
情
報
を
整
理
し
、
人
生

の
後
半
戦
を
豊
か
に
生
き
る
」
た
め
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用
法
や
作
成
時
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
資

料
で
配
ら
れ
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
さ
っ
そ

く
書
き
込
む
人
の
姿
も
。「
次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
に

も
良
い
機
会
と
な
っ
た
」「
堅
苦
し
い
内
容
か
と

思
っ
た
が
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
え
た
」

な
ど
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

ＪＡ生前
整理セミナー

▲セミナーの様子

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
、
管
内
の
生
産
者
で
構
成
さ

れ
る
西
春
日
井
園
芸
推
進
協
議
会
と
Ｊ
Ａ
西
春
日

井
産
直
部
会
の
会
員
に
、
農
作
業
用
軽
量
ハ
ッ
ト

合
計
４
０
０
個
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
、
地
元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に

「
共
選
取
扱
品
目
の
契
約
販
売
拡
大
」
と
「
生
産
者

か
ら
喜
ば
れ
る
産
直
店
舗
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
た
生
産
者
支
援
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、

Ｊ
Ａ
共
済
の
地
域
・
農
業
活
性
化
活
動
助
成
を
活

用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
11

月
13

日
に
本
店
で
行
っ
た
寄
贈
式
で
は
、
生

産
者
を
代
表
し
て
出
席
し
た
三
宅
産
直
部
会
長
ら

に
丸
山
組
合
長
が
寄
贈
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

農作業支援に軽量ハッ
ト

組織を通じて生産者に寄贈

　
青
山
地
区
年
金
友
の
会
は
11

月
13

日
、
静
岡
県

浜
松
方
面
へ
の
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
、
会
員
37

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　『
う
な
ぎ
パ
イ
』
の
製
造
元
、
春
華
堂
が
発
信
す

る
浜
北
ス
イ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
ｎ
ｉ
ｃ
ｏ
ｅ
」

で
は
、
職
人
の
技
を
見
な
が
ら
ス
イ
ー
ツ
を
堪
能
。

昼
食
は
浜
松
の
老
舗
料
亭
「
聴
涛
館
」
で
ゆ
っ
く

り
と
至
福
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
食
後
は
浜
名
湖
畔
の
ミ
カ
ン
農
園
へ
。
参
加
者

は
思
い
思
い
に
ミ
カ
ン
狩
り
を
楽
し
み
、
産
地
の

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
甘
い
ミ
カ
ン
に
舌
鼓
。
グ
ル
メ
ツ

ア
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。

青山地区年
金友の会

▲聴涛館の前で記念撮影▲寄贈式に出席した三宅会長（右）と生産者の皆さん

NEWS & TOPICS みのりん通信

地域の皆さまと共に

第１回　
商工農祭開催
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レオン
（４歳・♂）

西枇杷島支店管内　高木 明子さんのお孫さん
　　　　　　あき　こみんな仲良く、元気いっぱい育ってくださいね�

ーご家族からのメッセージー

　ＪＡ西春日井は設立５０周年記念事業の一環として、清須市と北名古屋市に１００万円、豊山町

に３０万円を寄付しました。

　この取組は、各行政が関係機関として長年にわたり当ＪＡと連携して地域農業を支えてきたこと

への感謝と、今後の更なる農業振興を支援する目的で行ったものです。

　１１月に各市町で行われた贈呈式では、丸山組合長が「地域の農業振興に役立ててください」

と目録を手渡し、清須市の永田市長、北名古屋市の太田市長、豊山町の服部町長からは、感謝状

が贈られました。

第10回『50周年記念事業』
̶５０周年特別企画！̶

清須市 北名古屋市 豊山町

Vol. 314

清洲支店管内

生駒　光拡さ
ん

　　　　　　　　　
　みつひろ

　
今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
自
身
が

作
っ
た
標
本
を
使
い
20

年
以
上

に
わ
た
っ
て
「
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

勉
強
会
」
を
続
け
て
い
る
生
駒

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
生
駒
さ
ん
が
標
本
作
り
を
始

め
た
の
は
１
９
９
２
年
の
こ
と
。

長
男
の
「
ク
ワ
ガ
タ
が
ほ
し
い
」

の
ひ
と
言
を
き
っ
か
け
に
採
取

に
出
か
け
、
そ
の
際
、
自
分
の

子
ど
も
の
頃
と
は
自
然
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に

驚
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
も
採
取
や
飼
育
を
続

け
る
中
で
、
生
駒
さ
ん
は
命
の

大
切
さ
や
思
い
や
り
を
改
め
て

感
じ
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
標

本
を
作
り
保
存
・
保
管
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
駒
さ
ん
が
講
師
を
務
め
る

「
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
勉
強
会
」
は
、

２
０
０
０
年
に
清
須
市
内
の
小

学
校
で
総
合
学
習
の
一
環
と
し

て
始
ま
り
ま
し
た
。
教
室
内
に

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
や
カ
ブ
ト
ム
シ

の
標
本
を
展
示
し
た
り
、
研
究

し
た
内
容
を
ス
ラ
イ
ド
で
説
明

す
る
な
ど
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
を

ツ
ー
ル
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に

自
然
の
大
切
さ
と
人
へ
の
思
い

や
り
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
を
込
め
て
取
り
組

ん
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
生
駒
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た

ち
の
ク
ワ
ガ
タ
を
見
る
目
は
輝

い
て
い
ま
す
。
大
人
に
な
っ
て

物
事
を
判
断
・
決
定
す
る
と
き
、

勉
強
会
で
学
ん
だ
社
会
と
自
然

の
調
和
に
つ
い
て
思
い
出
し
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と
笑
顔

で
話
さ
れ
ま
し
た
。

ボルゾイ

標本から
学ぶこと

ウチの人気者　！

西春支店管内

飼い主：菊川 賢二さん

ウチの人気者　！

　飼いはじめたきっかけ

　―　30年以上前からボルゾイひと筋。
10頭以上飼っていた時期もあります
が、今はレオンが一緒です�

　性格

　―　おとなしい
　好きな食べ物

　―　リンゴ、サツマイモ、ウナギの頭

　チャームポイント

　―　顔が可愛いところ
　飼い主さんからひと言

　―　家族の一員だよ!!

けん　じ

ボール遊び大すき！

神原　佑菜さん　15歳
★好きな食べ物：韓国料理
★お気に入り　：編み物
★熱中していること：サッカー

ゆう　な　

神原　想也くん　13歳
★好きな食べ物：ステーキ
★お気に入り　：妹と遊ぶ
★好きな遊び　：ゲーム

そう　や　

神原　凛ちゃん　3歳
★好きな食べ物：おかし
★お気に入り　：ボールプール
★好きな遊び　：ボールプール

りん

神原　杏ちゃん　1歳
★好きな食べ物：おしるご飯
★お気に入り　：犬のぬいぐるみ
★好きな遊び　：おままごと

あん

加藤　幸迪くん　2歳
★好きな食べ物：お団子
★お気に入り　：トーマスランド
　　　　　　　　電車に乗ること

ゆきみち

凛ちゃん

佑菜さん 想也くん

幸迪くん

杏ちゃん
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１2月1月

鉄欠乏性貧血について　　　

　貧血とは、血液の中にある「ヘモグロビン」という成分の濃度が低くなることをいい、

めまい・息切れ・疲労感などの症状が現れます。ヘモグロビンは体に酸素を運ぶ大切な役

割があり、成人男性では13g/dL未満、成人女性や子どもでは12g/dL未満、妊婦さんや

乳幼児では11g/dL未満になると貧血と判断されます。

　日本では男性の約10％、女性の約13％が貧血とされ、その多くは鉄分が不足する「鉄

欠乏性貧血」です。鉄はヘモグロビンやDNAを作るために欠かせない栄養素ですが、成

人男性で1日約10mg、成長期の方や月経のある女性では約15mgが必要とされています。

しかし、日本人の実際の摂取量は6.5〜8.5mg程度と不足しがちです。鉄分はほうれん草

などの野菜にも含まれていますが、肉やレバーに含まれる“ヘム鉄”のほうが体に吸収され

やすい特徴があります。

　鉄が不足する背景には、月経量が多い、婦人科の病気、消化管からの出血などが隠れて

いることもあるため注意が必要です。食事だけで改善が難しい場合は、鉄の飲み薬や注射

で治療します。

　貧血はよくみられる病気ですが、自分では気づきにくいことが多いです。健康診断で貧

血を指摘されたときは、早めに医療機関へ相談しましょう。

JA愛知厚生連　江南厚生病院
血液・腫瘍内科代表部長

尾関　和貴

　新年あけましておめでとうございます。皆さんは、新

しい目標を立てましたか？

　私は、新たに何かを始め、それを継続する年にしたい

と思っています！

　少しずつ一年が短く感じるようになり焦燥する中、

ただただ日々が過ぎていくのはもったいないと思い、

今年は何か目標を立てようと決意しました。

　具体的な内容は検討中ですが、散歩、日記、読書など、

些細なことでいいのでコツコツ継続し、自分磨きに力

を入れる一年にすることを今ここに宣言します！（あ）

編集後記

（令和7年11月26日開催）

☆休日ローン相談会　10日、17日、24日、31日（西春支店）

☆税務・法務相談のお申し込みは営農部開発相談課まで

　（要予約）TEL：0568-23-4056

（月）

（水）

（水）

（木）

（木）

（木）

（土）

税務相談会（本店）

年金相談会（清洲支店）

保有米の引取日

年金相談会（師勝支店）

法務相談会（本店）

税務相談会（西春支店）

５日

１４日

１４日

～１５日

１５日

１５日

１７日

貸金庫の取扱い
終了のお知らせ

　このたび、当組合にてご利用いただいてお

ります貸金庫につきまして、不祥事未然防止

及びマネー・ローンダリング対策の更なる管

理態勢の強化に伴うコスト等を総合的に勘案

した結果、誠に勝手ではございますが、令和

８年３月31日（火）をもって取扱いを終了させ

ていただくこととなりました。

　ご利用いただいているお客さまには、大変

なご不便をおかけしますが、何卒ご理解いた

だきますようお願い申し上げます。

　今後も、当組合では、組合員・ご利用者の

皆さまのお力になり、地域のお役に立てるよ

う取り組んでまいりますので、変わらぬご愛

顧を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

　ＪＡ西春日井では、役職員一同、コンプラ

イアンスを徹底し、組合員をはじめ利用者の

皆さまから信頼される事業運営に努めており

ます。

　当ＪＡの事業に関しまして、お問い合わせ・

ご相談・お気づきの点等がございましたら、

下記までご連絡くださいますようお願い申し上

げます。

　なお、ご厚意による情報提供であっても、

誹謗・中傷又はこれに類するものにつきまし

ては、受付いたしかねますので、予めご了承

ください。

マネロン・金融犯罪対策への取組強化について

　近年、様々な金融犯罪が発生し、その手法や手口も巧妙かつ高度になっています。新聞等での

報道を見て不安に感じていらっしゃる組合員・利用者の方も多いのではないかと思います。

　また、国際的に金融機関が取り組まなければならない課題として、マネー・ローンダリング及び

テロ資金供与対策や金融犯罪対策（以下「マネロン・金融犯罪対策」という。）の重要性が益々高まっ

ています。マネロン・金融犯罪対策に取り組むことは、信用事業を営む当組合の責務でもあります。

　当組合では、金融機関としての信頼性を確保するため、そして、組合員・利用者の皆さまの大切

な財産を金融犯罪からお守りするために、マネロン・金融犯罪対策の取組を重要な経営課題と位

置づけて、一層力を入れて取り組むことといたします。

　当組合においては、警察との情報共有や連携強化を図るとともに、マネロン・金融犯罪対策の

重要性にかかる認識をさらに深め、現場での実効性あるＰＤＣＡの実践に取り組みます。

　私を含め常勤理事も主体的かつ積極的にマネロン・金融犯罪対策に関与し、マネロン・金融犯

罪対策が組合内で徹底されるよう指揮のうえ、組合員・利用者の皆さまに安心して当組合をご利用

いただけるよう取り組んでまいります。

令和７年11月26日

西春日井農業協同組合

代表理事組合長　丸山 武司

決議事項

第１号議案　組合長トップメッセージの発信に

ついて

第２号議案　職員年末賞与支給について

全ての議案について原案の通り可決承認され

ました。

＜ＪＡの業務に関するお問い合わせ窓口＞

　住　　所：北名古屋市西之保南若１１

　電　　話：０５６８－２３－４００１（代表）

　受付時間：９：００～１７：００

　　　　　　月曜から金曜（祝日を除く）

　部 署 名：企画管理部

〈お詫び〉
SEISYUN12月号 Ｐ15「年末年始営業のご案内」において、表下※１に「新川支店」の記載漏れがありました。訂正してお詫びいたします。
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